






 

 現在我国においては未熟児網膜症はその臨床症状により,Ⅰ型,Ⅱ型,混合型

の三者にわける分類が行なわれている。Ⅰ型網膜症は自然治療傾向が大であり,

たとえ自然寛解が困難な症例でも,光凝固や冷凍凝固により比較的良好な視力

を保存することが可能である。これに対して,Ⅱ型および混合型の網膜症は放置

すれば失明は必至である。また I型網膜症は徐々に進行し,その診断も比較的容

易であるが,Ⅱ型および混合型網膜症の診断は早期には困難であり,病変の進行

は極めて早く,診断がついた時にはすでに処置の方法がないことが殆んどであ

る。 


